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Emergence of dissipative structures and Maximum Entropy Production (MEP)...Application
to climatic system
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熱平衡から遠く離れた開放系において，散逸構造と呼ばれる低エントロピー状態が出現することは以前からよく知ら
れている．しかし，具体的にどのような状態で安定化するかという最適化理論について，これまであまり研究がなされ
てこなかった．近年，この分野において，Kleidonによるエントロピー生成率最大化 (MEP)の原理 [1]，および Bejanに
よるコンストラクタル (Constructal)理論 [2]という 2つの大きな潮流が現われた．昨年ごろからはどちらがより本質的か
を巡って，両理論の間で白熱した論争も交わされるようになり [3],[4]，そうした切磋琢磨を通して，両理論のさらなる
発展が期待されている．散逸構造の形成において，散逸構造自体の低エントロピー性とエントロピー生成率の最大化と
いう，一見，相反するような状況をいかに両立させるかが課題になる．本発表では，まず熱帯地域から極地域への熱移
送モデルを用いて，2つの最適化理論を概観する．続いて主に MEP理論を参照しながら，散逸構造をシステムの内部，
それを取り巻く環境をシステムの外部とする 2階層モデルを提示し，MEPを前者から後者へのエントロピー放出の最大
化と解釈することによって，上記のジレンマの解決を目指す．我々が想定する外部環境には，太陽のような散逸構造を
駆動する熱源，エネルギー源も含まれる．こうするとシステム全体を近似的に閉鎖系と見なすことができるようになり，
より普遍的な熱力学の第 2法則 (エントロピー増大の法則)との整合性も保障される．地球上には大気循環などの気象現
象以外にも，多様な生命体や人間社会など，低エントロピー性を特徴とする散逸構造は数多く存在する．最後に本発表
で紹介した最適化理論について，生物学，社会学，経済学など，他領域への適用可能性について展望する．なお付図に
おいて，中心部の濃い灰色の円は散逸構造を，周囲の淡い灰色の円環は外部環境を，また黒い矢印はMEPによるエント
ロピー生成を表す．
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